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保育実習の 諸周題

工 ぽ じめに

ド1寒習巳譲」に書ゆなか っ た こと

　　　　　　　　三 　角　　同　（彙穿寡政人誉矩期蝉 諦う

　煮ム尺ちM ブル
ープ（チごt と二｛罪耆石看舩 ）iエ主に関

1隶地正にある保育縫 厳 の猷買などで
・
横威されてい

ξ）が・ この とこちr
’
廉習」 Σめぐる冏題につい て壕中

約に取り細んでい る禦どころで
1

保育僕習1−
s
い てr 日

言龍・」のもつ 意隠示ばきわめて入きい ， どこうが葉習を担

当する教貭の多くば言こ述 された表1面的厂よ皐柄にとらわ

れてしまい が
’
ちで

・
ある。

　ζこうが
髄
、脅rレ公での言苫し合し）0）なカ

・

で、あるメンバ
1

一がワム六ろば実習なが臼言鳶に書かなか っ た 、 書i丁な

か っ たことを知らなくマばな らな1紛 τ
・
ほない かliと

い う煙鑑の謄きがあ 、 r恥 直蒋的な実習指箏か、ら稚れ

マみ 了、魂JJその発它の吏芬ド気づ
’
い 厂ての了

11

ある。ま

ず学
！

主たちの状1尺から」ヂ（t、くことにする 。

1 　墜
！

蛮の言酸兼から

　ω 職fi　t｝ども；　つ 私が奨習ざ足 てい 汽だロ

アこ保責園ば 、や1辷ら莞生は｝ど
1
もを呪 幅 す。例えば

’

・鹿争につ tIKIユげ 衾べるのが遅口 と、 他の智薩 に無、

理矢理連二れヱ行っ 厂：り・ こほ
“
すと・次の穣亊からそめ

｝め テ
ーブルの下にri

’
（丁新廣【紙乞敷［ir；りもするので

す。 休宥國の場合、時間か寸》丸められ，それに，合わEK
fT動をするので 、 ：うい うこtが

鹽
訟了くるのでほな1、

が 、 と二も羅厂うので
1

すカベ、 食堊牽と二い うも（ハに1、・

主きt）た

めに一
丿番入切な争τ精ネ申的llも般 し六状態で 、

　i蔦イし
の侵い ようおい しく喰べ るべさだ

’
と罵うの で 、）（，EELり

、 ミの 収，態と1諏金く遊口なる保青園の11iigの付方にぽ

疑闘齢感じ5す。

　の M が喰べるのがあそく・グズ
層
ブズ

幽
Lてい穴ので

・私がろよ っ こ註かけたら・吟渡ほ違う保毋さんに
‘5

おねえくヤムノ 、 こdi孑・気に しなくてい い才）、L 、
っ も こう

だか ら……，，
といわれ氏 り

　寅習中何度かこ西なごヒがあっ た，私は その度に鬥
に嬬して「飜 」こい う驤 とどるようにい ）イ呆母に

  戸君部勅3 「実習1ヨ読をあぐっ て」　岡本富郎「実
習評価≦めぐ つ て」何れも／金匡1保母養威砺繍 23回
溺賓凡会発表論文」耒所履 ，

腰がアてっ 汽 し、
』』
なk でそL なこときし獄 く

一
（は な ら

ない のかな……’，
と疑周に1起一　．　rz　9

　ノウ ・養護施護で働 いてお られ旬呆母♂ん 、臆辱痍の

先生り方ガ悔 1ヨ丿く、麦．マ
・
あるの1夏、10EIP曝の実月冒でt零t当

［1。tくわ力丶
りまし7C・こかし・もう少

、
し］Lどもに優し

く揺 してあげ
』
てもよいのではないでtsうか・ 像団生

i呂において［訓 まんのグしの誓えも許されね
’
い ものて

・し

ょ うか 。

　（2）職負と1実習生 ：　イ｝信じられなかっ アてのが笑

生の志蔟だ 。
「oO ちe 幻 はひきとられるみたい 。 設

一
》アニく、L、い三｝IJ

“
っ カ

、 ’
，ひきとられてし、くごハよねえ o

残るのiai　・いのぽっ か ’レ・・…
」 と它 っ たのだ。画分の

：耳き．疑っ た。先生hN
’
どうい うっ L リマ

・
「きっ 7：のか   今

でもわからす、 ：の言簾は ・ おそらくすっ
と私の胸の

奥11歹鋸るこ　こだ
「
うう　ζ｝昊｝

・
）o

　ロ） 触 方ば、響落い人ぽ カ
、 i
）　7i1っ fので萇か っ た

と愚っ ていたが ・ 意地悪な免生方が少々 117 、ム ッ と

する拳があ っ た 。

　廉に残っ てい る幼県さら達上遊んで1）るどその｝の

担蚤の先生が来て 、
「○○ちゃ｛） 、こっ らに い らっ し

や い 」 と壱 っ ア：り、自〃7v）才旦当の三｝で
・
なP 晦にla、r

OO ち vtOlg ・誰れ先生の3一なの ・ 衆竺 瀞
』
な 5 い

」など
’
ヒ言ク 。 ｝ごt六らが＼ネ若1：ちみ＿1；いな701ヨ間

だ可の癖 さんになっい てしムうのに 、やきモ99ig
いていたのがとノ参えたが

噛
・もしそうだとL厂ら、 なん

だカ、備σな く T ・ か わい そう匚さえ愚之マきて〔k っ

ア：。そじて及壅iン会でぽ、「
（鈷んまり幼児ぐん と詰マい

るヒ：うと昆力
、

げきせ k で した e もうクし」近．つい た充
がよか

っ 尺のじゃ な い の
、

と恩います」などヒ毒っ てい

るので肇ζい た 。

　ノN）私の実習虚剥よ｝ど鳩の沾勤報告書と K られマい

汽よクに愚えなくなか っ 厂：．先生ぽ1まこん ご事務所に

お られ ・ 私の実習窟kに対しマぱワ3ソ灸〜と；生意じ（1、

き穴い と思い ゴす」
「 写ご託豊1こば、t ’t、加減な こヒ

を畜わないように注意しJL　rz」 とL
：
う評がかえっ て

5k のであ る。 IO日闘の実習餌くき読み亟してみる匕 、

改めマ ・
厂実習先はどこ採 い れば

’
』い のだろう」 とい

う鯉・いにとらわナtる．
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し、うこヒをイ可ノ鬘」も它われてLLr： 9

‘L

ヲご
’
tの でヒ盞芽」

一に⇒ ごt に麟 力
’

ガわらなし
・

ラ耀 、婦凝 茅一に
”

とい う孝だ っ 汽ような気がする。あま勹Pvい広し∫：

く「JL’lO日∫h削であ…）・こノtつア
＝iT ・とrうしてもデむ4べら

れない斈がある。
、ヤ2のヤ ≡｝カS

’
、f罘母室へ 夏∫不井グ）宿

題でミンン｛便う厂こめにきてい た。茅ムとイゼ菽4ン実習生

が杖亭蓉（てい 了一
縮に保避室了

・・
しゃ べ りなが ら、尾た

o 　そζハ亊｛…
L」

どうぜ ｝どtこ L や ベ リr：1、ヒ疲｝っ てづミ
習してい るんフ三

’
カ

’

ら
”

こt 、うs うld‘亊｛葛わメet注意二鷺
i＆CT7： ・

“

あ一この園で1」、3一こもとのかかわり幺も
う てはい ITtsx，L． だ ”

と丿私は｝慰っ た 。 1 う、僕習中ほ

晃 桃 かかhorzい とい う気持もと
い
こがへ行 っ て し

9 う T：。 條脅実習で
・
はなく、洗ラ覆実

∋

冒に行っ たようで

ある・鷺 方 梱 長姓 へ の不凝 実習怯碗 でい
べ 「 た りしてい k ・そんな先生方の冗壱爻ま じりの園，萇

クし生 くの ＃t判：し 、 瀾くのが現民みドな っ て しま う た 。

それはこ梯、な気押 てな r マしま， ア； 。

　亦）〈実謬先に誕可る先
’

主方の 縫度て
・丸気ドな っ マい

斥亭があ リ詳す， づ（習生は施設て信先生鑑の
・
卜亡しい と

ころド入 っ て邪魔な蒋荘だ
1
とは隠i、詣方が、その態暖

を鬱 駒ミ永ざれるし私た らの方が
’
【剪っ てしまい ますe

　〔3）職輿と職員：　やはり、保看者同「も・でもイ響δ鬮
れがあ るので

・
すね。駕、3i した 。 私違隻習生が

』
そぼ衣

い ても・平気で屮う芫往の陰〔ユをみ んな で言い 、合， た
リ・お＃け1：副キ雎 9で1〕モそうえてい るのマす．噂
のその先窒は ・ 私が実習に入 ） て、景ネ別こ沒い 先生だ
な ヒ思っ ていた矢生なので、次回力、ら冕方が少し変わ
つ マ （．まし1ぼし声：。

　  　rヨ読につ い て ：　この実習での実習録fよ、 まく〜

に壇獄の苦 し蒔 でした 。何良これさえなけれぱ
1
こ恩っ

博 か・それも認 ， 牌 渉 りの u まige　rるならti
摂
鹽
しも ・ 担当の 彡ξ生 、園長先

’

圭R不
・

閃惑を．与える亊の

「
」
、
い ん柔・ 言・葉を幽 ＼当たりざわ りの な い よう11書い

ていかなくてはぼ らないの で 、 それがな1： よ り壇獄の
ネ艮覊iで’〔た 。 夲看

」
と二い う！のは ・ とマ も六！刀な亊だ

黜
こ

咫・いよす・
一生鷺命書い た実翌録で

・
すが

』
、処々Rウソ

が
』
あるしい うの は 、と．

『
（rt．　zzしい 亊です、

　τ僕習・録には・絶釘一蝨冕IIヒ較判する細 孝は書い

ては 獄 りきぜん」 こい う学救閥llの言集IJしよ うが
’
な！、

こ恩いなが与t 、矛佶を応じ3す。

（5）　画こ当i廴っ しbて　：　　掲永
一
で
・
実習先を矢［諍ら；さ「れ广こD奇

・ひ ご く薯らこ幻だ 。 精蛾を設だっ たか らである。保

母 資格 墾と るたあ 瞬 」、据 ミでめ実暢tl〜露 であ ると

知 っ た ときか ら、絶釘に精毓 畿た
』
マ7は行、きた く な い

し臥 マい た ・ 靹 での刺 エ ンテー
ン・ ン廓 観

1 ・云昇の 先輩方が残して下さ う 厂遣 料乏見了、私ぱ

つ 層幕 ちこLr：

“
， 釘象は嗅堂だ

鹽
し恩 っ

一
ヒい たの に 、域

人 とや らiれるな島マ ・ しか 七・ 男 ・t2El9当するか も

知れなし、な ん マ。

　（6）実習iヨ言酬譜 1丁なか っ 厂こ亭が書しアなか っ た孝生

：　イ）
・
実習中、ちょ っ と気ドなっ i：り疑脚 て恩っ た

亊があるヒ、r
い い んだあ 。との ことを宿題ハ しホ

・一

ト［r書い マや るん だ 」なごヒ、1じの ri・ でつ ぶぐい T： り一
するここに よ ＝ マい つ の きR が気分転峡をするよう1こ
な っ てい まし海 ・ マ誘か ら、書く亭がたくさ島あ っ た

【」ずなのでずが
噛
、｝　t

”tEカベし、ヒお しくな っ たのIJ こし

ちろの ・イ紐 、犠導局の 皆こしドは融 礼の題 tlこな

り・ 書こうと．｝詑i・っ マい ノ
r
： ことが＼ な1こもカ

、

もラ肖えマね
・

くな りま した ．

　の　寅習日訂もR書けな力丶
っ アここと匕い う丸の 「よ、 私

IZとっ で持にあ り＃＜ ん ・施譏実習1工衆tくてt 貨ノ壁
だ
L
っ た と恩 っ 1VStthL ・保青所ほ・とりあ之ず2週．

闇 こなしTこ こい う最低の実習態度であ りながみも、fs
・分なり］？1言盆を通，したζ．撻・

つ て1略 か らです。

皿 おわ
1
｝に

　ここに誉げ
’
ri　t　thを」＋了厂実習先の臓ロ を奨励して

い る晃の でない tiことは 了解いただ1丁るこ ヒ乙擢．う，

ヒこうで・こ勲 らの譲箆 量
一応、 類勤 ヒ してみ ると次

のようになるのでばな いだろうか ，

　（f）τ書疋†なズ）丶「 た」 こヒカぐな し、
、 とい うダイプ

　（2）「書［丁なか、
っ γ： 」 ことそ書プブない 9イフ

・

　〔3）T 書〔了な か っ プこ 」 ことがある、とし1う9イフ
9

　ここで｛Z）1；論訃であ るが＼ωは蹴 や僕習そのも

のが1実R よが っ ア： とい う印象のなかで鱆 ざれたもの

ヒ考えられる。 」蓼は〔3）である。それはヌ、次の 3つ に

分類できるの ではな いブろうか ・ ω魯己掬制クイ ア ，

to＞；EPtJd’t厂：クイプ・の訂正 を・命じられな 、 とい うも

の である・〔ロ）鞠 9【よ似 てい るようであるが＼雲智隹の

受けとめ方は絢劃 こ異っ マい る。

・
実習イ碑 上

、 （のの ク

イプの軸 計 城 嚇 ずるlt が
髄
鸚 で

・
あめ 。

　さい ごiz・今凹 ・この ような
L
調査と廉捷 してみ マ、

つ くづ
幽
く％ えご 《 ら｝久たの は／写生 とのイ言藾関イ系ζい う

、 きわめ
『
哲箏識的な ことで

・
（あっ た 。
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